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国産・輸入魚介類中の総水銀実態調査（平成 20 年〜平成 26 年） 
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平成 20 年度から平成 26 年度までの 7 年間について、国産魚介類および輸入魚介類中の総水銀

の検査結果をまとめた。総数 326 検体のうち、暫定的規制値を超えたのはサバの 1 検体のみで、総

水銀として 0.48 ppm（メチル水銀 0.41 ppm；水銀として）が検出された。 
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 厚生労働省は、水俣病の原因物質がメチル水銀であ

ることが特定されたことから、水銀汚染された魚介類

が市場に出回ることがないように、昭和48年7月に魚介

類の暫定的規制値（総水銀0.4 ppm、そのうちメチル水

銀0.3 ppm（水銀として））を定めた1）。水銀の排出量は

アジア地域で世界の約1/2を占めており、現在も増加傾

向にある2)。その主要な排出源はアジア大陸で火力発

電に使用されている石炭である。石炭は、他の化石燃

料と比較して、約10倍高い濃度の水銀を含有する。 

アジア地域においては、火力発電所の排煙処理設備が 

十分普及しておらず、発電時の石炭燃焼により水銀が

大気中へ排出される。その後、排出された水銀は、微

小粒子状物質の一種としてアジア大陸から日本各地に

飛来する「PM2.5」と同様、偏西風によって日本近海

まで到達する3）。降雨や自然落下等により大気中か海

洋へ移行した水銀は、海洋中の微生物により代謝され

メチル水銀となり、食物連鎖によって特に大型魚介類

に高濃度に蓄積する。 

 日本人の水銀摂取量の80%以上は魚介類由来であ

る4）。食事を介して体内に取り込まれたメチル水銀は、

血液から種々の臓器へ分布する。その一部はシステイ

ンと結合し、胎盤や血液脳関門を通過して中枢神経系

へ移行する。魚介類を通じた水銀摂取が胎児に影響を

与える可能性を懸念する報告5）、6）、7）により国際的な水

銀の暫定耐用量が引き下げられた8）。それを受け、厚

生労働省は平成15 年に妊婦を対象に魚介類の摂取に

ついての注意事項を公表した。さらに平成17 年、22 年

には、見直しがなされた9）。その中で、注意の必要な

魚種16 種類が指定され、妊婦が一週間に摂食してもよ

い量と回数の目安が示された。このような背景から、

日常的に摂食する魚介類中の総水銀濃度を継続的に把

握することは重要な課題である。 

 大阪府では、行政検査の一環として、府内に流通す

る魚介類中の総水銀の検査を長年行っている。暫定的

規制値を超えた検体については、別途メチル水銀も測

定している。今回、平成 20 年から平成 26 年までの 7 

年間について、国産魚介類および輸入魚介類中総水銀

の検査結果をまとめたので報告する。 

 

方法 

 

 1. 試料 

 府内に流通する魚介類 326 検体を調査対象とした。 
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 2．試薬 

 2.1 総水銀 

 過マンガン酸カリウム(試薬特級)、塩化第一スズ・

二水和物(有害金属測定用)、硫酸(有害金属測定用)、塩

酸ヒドロキシルアミン(原子吸光測定用)は全て和光純

薬工業製を使用した。酸化コバルト(元素分析用)はキ

シダ化学製を使用した。水銀標準原液は、和光純薬工

業製の水銀標準液(Hg1000)を使用した。標準原液を適

宜水で希釈して、標準溶液を調製した。 

 酸化コバルトは、使用前に電気炉で加熱（100℃で

30 分、850℃で 1 時間）したものを用いた。 

 吸収液（0.5％過マンガン酸カリウム・0.5 mol/L 硫酸

溶液）は、過マンガン酸カリウム 5 ｇを水に溶かし、

硫酸 30 mL を加え 1000 mL とし、用時調製した。 

 10％塩酸ヒドロキシルアミン溶液は、塩酸ヒドロキ

シルアミン 10 ｇを水に溶かして 100 mL とし、用時調

製した。 

 10％塩化第一スズ・1 mol/L 硫酸溶液は、約 50 mL

の水に硫酸を 6 mL 加え、撹拌しながら、塩化第一ス

ズ・二水和物 10 ｇを加えて溶かし、100 mLに定容し、

用時調製した。 

2.2 メチル水銀 

 ベンゼン（残留農薬・PCB試験用）、塩酸（有害金属

測定用）、塩化ナトリウム（試薬特級）、L-システイン

塩酸塩一水和物（試薬特級）、酢酸ナトリウム3水和物

（試薬特級）、無水硫酸ナトリウム（残留農薬・PCB

試験用）は和光純薬工業製を使用した。水は Millipore 

社製 Milli-Q システムにより調製した精製水（超純

水）を使用した。 

 システイン溶液は、L-システイン塩酸一水和物1 g、

酢酸ナトリウム3水和物0.775 g、無水硫酸ナトリウム

12.5 gを水に溶かし全量を100 mLとし、用時調製した。 

 塩化メチル水銀(II)（環境分析用）は、関東化学を使

用した。塩化メチル水銀 100 mg をベンゼンに溶かし

て 100 mL とし、標準原液(1 mg/mL)とした。標準原液

をベンゼンで適宜希釈して、標準溶液を調製した。 

 

3.機器 

3.1 総水銀 

 微量水銀分析計は、Nippon Jarrell Ash製Mercury 

detector AMD-F2を使用した。電気炉は、Nippon Jarrell 

Ash製AMD-A1 HEATING UNITを使用した。 

電気炉：設定温度 800℃、空気ポンプ：設定流量 0.5 

L/min、定量：ピーク高さ法、測定波長：253.7 nm 

3.2 メチル水銀 

 電子捕獲型検出器付きガスクロマトグラフ

（ECD/GC）は、島津製GC-14BPを使用した。分析条

件は以下の通りである。カラム：島津製Diethyleneglycol 

Succinate-HG 20％（固定相担体：Chromosorb W（80〜

100 mesh）、長さ×内径：2.1 m×3.2 mm、ガラス製）、

カラム温度： 170℃、注入口温度：200℃、検出器温度：

200℃ キャリヤーガス：窒素（流量：120 mL/min）、

検出器：ECD63Ni、注入量：2または5 µL、定量：ピー

ク高さ法 

 

4.分析方法 

4.1 総水銀10),11) 

 可食部全量をフードプロセッサーで粉砕し、検体と

した。均質化した試料0.30 ｇを石英製ボートに精秤し

たあと、一夜乾燥した。乾燥試料を酸化コバルト 1 ｇ 

で均一におおい、電気炉で800℃に加熱した石英管内に

徐々に挿入し、約10分間加熱分解した。水銀を空気ポ

ンプで吸引（0.5 L/min）しながらインピンジャーに導

き、20 mLの吸収液（0.5％過マンガン酸カリウム・0.5 

mol/L硫酸溶液）に吸収させた。吸収液を10％塩酸ヒド

ロキシルアミン溶液で脱色し、還元剤（10％塩化第一

スズ・1 mol/L硫酸溶液）を加えた。空気ポンプでバ

ブリングさせ還元気化した水銀を検出器で測定した。 

4.2 メチル水銀1),12),13） 

 試料 10 g を 50 mL 遠沈管に採り、水 20 mL を加え、

ホモジナイザーで混合抽出した。ホモジナイザーの刃

に残った試料を水 5 mLで 50 mL遠沈管に洗いこんだ。

50 mL 遠沈管の内容物を、あらかじめ塩化ナトリウム
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10 g を入れた 300 mL 分液ロートに移した。水 25 mL

を 50 mL 遠沈管に再度加え、ホモジナイズした。ホモ

ジナイザーの刃に残った試料を水 5 mL で 50 mL 遠沈

管に洗いこんだ。50 mL 遠沈管の内容物を分液ロート

に移した。分液ロートに濃塩酸 14 mL、ベンゼン 70 mL

を加え、振とう機で 5 分間振とう抽出した。250 mL 遠

沈管に内容物を移し、6,000 rpm で 10 分間遠心した。

ベンゼン層 50 mL を採り、100 mL 分液ロートに移し

システイン溶液 6 mL を加え、振とう機で 2 分間振と

う抽出した。10 分間静置後、下層の水層を 50 mL 遠沈

管に移し、5000 rpm で 10 分間遠心分離した。水層 2 mL

を 50 mL 遠沈管に採り、6 mol/L 塩酸 1.2 mL、ベンゼ

ン 4 mL を加え、振とう機で 2 分間振とうしたのち、

10 分間静置した。ベンゼン層を 10 mL ガラス試験管に

採り、無水硫酸ナトリウムを加え脱水し試験液とした。 

 

5.メチル水銀濃度の計算式 

 塩化メチル水銀標準溶液を用いて検量線を作成し、

試験液のピーク高さよりガスクロマトグラフへの注入

液中の塩化メチル水銀量(ng)を算出した。 

 その後、以下の式に従って、試料中の水銀濃度(ppm)

を算出した。 

試料中の水銀濃度 (ppm)  = a/b × c × d/e ×  f/g 

× 1/h × i/j 

 

a: 注入液中塩化メチル水銀量 (ng) 

b: 注入量 (2 または 5 μl) 

c: 二回目ベンゼン添加量 (4 ml) 

d: 添加システイン溶液量 (6 ml) 

e: システイン層回収量 (2 ml) 

f: 一回目ベンゼン添加量 (70 ml) 

g: ベンゼン回収量 (50 ml) 

h: 試料採取量（g） 

i: 水銀分子量 (200.6) 

j: 塩化メチル水銀分子量 (251.08) 
 

 

 

結果および考察 

 

 平成20年から平成26年までの7年間について、国産お

よび輸入魚介類中の総水銀の検査結果を表1にまとめ

た。定量下限値は、0.02 ppmとした。定量下限値未満

の検体については、定量下限値の1/2の値（0.01 ppm）

として、その平均値を算出した14）。ツバスとハマチは

ブリの欄に、ヨコワはマグロの欄に併せて計上した。 

 同一魚種で10検体以上検査した魚種は、エビ、イカ、

ブリ、トラウトサーモン、カレイ、サバ、アジ、サン

マ、マダラ、タイ、サワラであった。エビ、イカ、ト

ラウトサーモンからの総水銀の検出率は、10、39、4％

と低く、かつその濃度の中央値もNDであり、暫定的規

制値の1/10以下と比較的低濃度であった。ブリ、カレ

イ、サバ、サンマ、マダラ、タイからの検出率（検出

数/検体数×100）はそれぞれ92〜100 ％であり、高い

割合で検出された。また、アジ、サワラからも82、70％

と比較的高い割合で検出された。しかし、カレイ、ア

ジ、サンマ、マダラ、サワラにおける濃度の中央値は

0.02〜0.06 ppmと比較的低濃度であった。一方、ブリ、

サバ、タイでは、その中央値が、0.11、0.14、0.15 ppm

であり、全般的に比較的高濃度の水銀が検出された。

また、暫定的規制値を超えたのは、326検体中でサバ1

検体のみであった。総水銀濃度として0.48 ppmが検出

され、そのうちメチル水銀濃度は、0.41 ppm（水銀と

して）であった。しかしながら、194検体の魚介類から

総水銀が検出（検出率60％）されたことから、今後と

も魚介類の総水銀残留実態調査を継続して行い、魚介

類の安全性を確認する必要があると考える。 

 

 検体採取などにあたり、ご協力いただきました大阪

府食の安全推進課に深謝致します。 
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